
無断転載・複写禁止　㈱日刊工業新聞社

2011年11月24日　木曜日　９面掲載 居君奪民調理まヨニ千日Eヨ

迎
え
た
同
社
の
従
業
員
数
は
印

人
弱
で
月
商
は
約
1
億
円
だ
。

鋼
管
の
用
途
は
自
動
車
用
部
品

か
ら
配
管
、
半
導
体
製
造
装
置

用
ガ
ス
管
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。
日
年
以
上
前
か
ら
汎
用
的
戸

な
鋼
管
は
海
外
調
達
が
主
流
と

U

な
り
、
事
業
の
柱
を
受
注
生
産
会
劃

型
の
多
品
種
少
量
生
産
に
シ
フ
直
列

ト
。
そ
の
一
環
で
「
品
質
を
は

L

町

じ
め
と
し
た
競
争
力
を
高
め
た
刷
如

い
」
〈
横
沢
淳
夫
相
談
役
）
と

U
L

考
え
、
約
8
年
前
に
電
気
式
光
リ
川

輝
焼
鈍
炉
を
導
入
し
た
。

4
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鋼
管
の
製
造
工
程
で
は
ユ

I

E

a

ザ
ー
が
望
む
外
径
や
肉
厚
に
成
田
J

形
す
る
「
引
き
抜
き
」
を
行
軍
司

う
。
こ
の
工
程
で
は
鋼
管
を
引

き
、
ダ
イ
ス
〈
金
型
）
を
通
過

さ
せ
て
鋼
管
の
外
径
や
肉
厚
を

変
化
さ
せ
る
。
こ
の
時
に
加
工

ヲ
ヲ
一
成
金
属
Z
業

プ
ラ
ス
金
属
工
業
〈
群
馬
県

館
林
市
、
横
沢
信
子
社
長
、
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2
7
6
・7
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は
、
引
抜
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管
を

製
造
す
る
。

4
月
に
印
周
年
を

司
副
町
前

間
四
回
W

最

川－

q
術

事
〈
＼
」
技 7 

顧
客
の

ガ
ス
式
焼
鈍
炉

で
は
実
現
で
き

な
い
精
密
な
温

度
管
理
が
可
能

企
：
：
：
：
・
．

の
工
程
が
焼
鈍

と
い
う
熱
処
理

で
、
お
よ
そ
1

0
0
0度
C
で

鋼
管
を
加
熱
す

る。
相
馬
憲
助
技

術
部
顧
問
は
電

気
式
焼
鈍
炉
に

つ
い
て
「
ガ
ス

式
焼
鈍
炉
で
は

炉
は
間
接
加
熱
と
い
う
方
式
を

採
用
し
て
い
る
た
め
、
無
酸
素

雰
囲
気
下
で
鋼
管
を
加
熱
で
き

る
。
ガ
ス
炉
で
生
じ
て
い
た
鋼

管
表
面
の
酸
化
被
膜
の
生
成
が

電
気
炉
で
は
発
生
し
な
い
。
後

工
程
で
同
被
膜
を
除
去
せ
ず
に

済
む
た
め
作
業
性
が
向
上
す
る

と
と
も
に
、
表
面
を
削
り
取
る

こ
と
に
よ
る
外
形
の
減
少
も
な

い
。
ま
た
、
始
業
時
に
炉
が
立

ち
上
が
る
よ
う
タ
イ
マ
ー
設
定

で
き
る
こ
と
も
生
産
性
の
向
上

を
も
た
ら
し
た
。

顧
客
側
が
高
精
度
の
鋼
管
が

必
要
な
場
合
、
調
達
し
た
鋼
管
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す
れ
ば
、
顧
客
は
後
加
工
が
不

要
に
な
る
。
顧
客
の
原
価
低
減

を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
プ

ラ
ス
金
属
工
業
も
鋼
管
の
付
加

価
値
を
高
め
ら
れ
る
。

現
在
、
電
気
炉
の
利
用
量
は

同
社
全
体
の
約
1
割
と
い
い
、

残
り
は
従
来
通
り
ガ
ス
炉
を
使

っ
て
焼
鈍
し
て
い
る
。
こ
れ
を

横
沢
相
談
役
は
「
中
期
的
に
3

ヱ
ネ
消
費
低
減
に
寄
与

硬
化
と
い
う
現
象
に
よ
り
鋼
管

の
硬
度
が
増
し
、
ま
た
鋼
管
に

は
残
留
応
力
も
発
生
す
る
。
こ

れ
ら
の
変
化
を
元
に
戻
す
た
め

実
現
で
き
な
い
精
密
な
温
度
管

理
が
可
能
に
な
り
、
寸
法
精
度

な
ど
の
品
質
面
が
大
幅
に
向
上

し
た
」
と
い
う
。
ま
た
同
電
気

に
機
械
加
工
を
施
し
て
寸
法
精

度
に
高
め
る
こ
と
が
多
い
。
プ

ラ
ス
金
属
工
業
側
が
電
気
炉
を

用
い
て
高
精
度
の
鋼
管
を
製
造

環
境
・
素
材
・
建
設
・
エ
ネ
ル
ギ

割
程
度
ま
で
引
き
上
げ
た
い
」

と
意
気
込
む
。

需
要
の
低
迷
や
厳
し
い
価
格

競
争
の
下
、
「
わ
が
社
だ
け
で

な
く
、
業
界
自
体
が
こ
の
よ
う

に
し
て
付
加
価
値
を
一
間
め
な
い

と
生
き
残
れ
な
い
だ
ろ
う
」
と

横
沢
相
談
役
は
言
い
切
る
。
プ

ラ
ス
金
属
工
業
で
は
将
来
、
高

橋
度
の
鋼
管
製
造
で
輸
出
も
狙

干つ。
付
加
価
値
向
上
の
メ
リ
ッ
ト

に
加
え
、
電
気
式
焼
鈍
炉
で
高

品
質
の
鋼
管
を
供
給
す
れ
ば
顧

客
の
機
械
加
工
が
不
要
に
な

り
、
材
料
ロ
ス
や
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
低
減
。
そ
れ
は
そ
の
ま

ま
省
エ
ネ
に
直
結
す
る
。
品
質

向
上
だ
け
で
な
く
、
環
境
負
荷

低
減
の
同
時
達
成
が
実
現
す
る

こ
と
も
競
争
力
に
な
る
。

〈
群
馬
・
平
岡
乾
）


